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第３章 OK3F 全体に関わる活動 

33..11..  キキッッククオオフフにに向向けけたた教教授授会会ＦＦＤＤ  

  ５月の採択決定を受けて、まずは教授会構成員に本フォーラムについて周知し、

今後の協力を仰ぐためのＦＤを企画し、2023 年 6 月 14 日にオンラインで開催した。

この委託事業を文部科学省が構想した背景、公募の概要など、多くの前提事項につ

いても改めて説明する必要があったため、学部内のＦＤとしては異例の 90 分という

長い尺を取って実施したが、当日は 56 名の参加者があり、質疑応答も活発で、多く

の教員が関心を持っていることがわかった。 

下に、その際に使用したスライド資料の一部を載せる。 
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33..22..  県県内内教教育育行行政政機機関関等等へへのの事事業業説説明明  

  「おきなわ教員研修高度化フォーラム」は、沖縄県内の各教育行政機関や学校現

場等との連携なしには成り立たないため、基本的には教育学部長が教育行政機関を

回り、事業についての説明を行った。下は、事業説明に用いた挨拶文である。 

 足を運んだ機関については、前ページ掲載の最後のスライド資料を参照された

い。「未」とあるうち日付が付いている機関には、その日に訪問することができた

が、大宜味村教育委員会は学部長ではなく学部教員に説明を委ねた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各機関とも好意的に、また興味深く説明を聞いてくださり、沖縄県立教育総合セ

ンターから研修動画コンテンツについての具体的な助言を得るなど、有意義な意見

交換ができた。改めて、諸所に感謝申し上げたい。 
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33..33..「「おおききななわわ教教員員研研修修高高度度化化フフォォーーララムム」」キキッッククオオフフイイベベンントト  

  「おきなわ教員研修高度化フォーラム」の具体的な事業展開（各取組内で実施す

るプロジェクトや作成する動画コンテンツの内容など）が固まってきた８月、本事

業のキックオフイベントを開催した。夏休みのさなかの週末にもかかわらず、70 名

ほどの参加者があった。下に、その案内チラシを掲げる。 

  

    

 

 
第３章 OK3F 全体に関わる活動 

  チラシにあるように、本イベントでは、基調講演として、文部科学省総合政策局

教員人材政策課教員免許・研修企画室長の樫原哲哉氏、沖縄県教育庁学校人事課小

中学校人事管理監の城間優氏（当日は急な用務が入られたため、同人事班長の稲福

政彦氏が講話原稿を代読された）に、ご登壇いただくことができた。 

 文部科学省と県教育庁に講演を依頼したのは、そもそも本事業の背景となってい

る教員免許更新制度廃止後の「令和の日本型学校教育」に基づく新たな教員研修の

在り方について、我々のような教員養成の立場にある大学教員も各学校現場の教員

も必ずしもイメージがつかめていないだろうと予想されたからである。 

  

 文部科学省の樫原氏は「新たな教師の学びの姿について」という演題で、下掲の

スライドを用いながら、新たな教員研修が必要とされる背景やこれまでの経緯など

も含めて、丁寧なお話をしてくださった。（スライドは全 21 枚。下はその一部。） 
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 参加者に事後アンケートを行い、その中で文部科学省による講演に対する感想等

を自由記述で募ったところ、下記のようなコメントがあり、やはり「各種学校（関

係者）」や「琉球大学関係者」において理解が進んだとの内容が多く、「教育行政機

関」からも改めて整理できたとの声があった。また、特に「各種学校」からは、今

後の教員研修の弾力的な在り方に期待する声が少なからず寄せられた。 
 
教員の資質向上を目指した研修体制になるとのことですので、教育行政の立場としてもど

のように関われるか検討していきたい。 

（回答者） 

教育行政機関 

免許更新制度の発展的解消の背景や考え方を整理することができました。 教育行政機関 

研修履歴記録の取りまとめについて、県、市町村教育委員会の区別なく、一体的にできる

システムを構築してほしい。研修参加のための予算（参集型）確保、またはオンライン、

オンデマンドによる国、県の研修参加の機会を拡充してほしい。 

教育行政機関 

新たな教師の学びの姿として、子どもの学びの姿との相似形であるということを再確認す

ることができた。教師と管理職の対話の重要性や先生方の強みを伸ばしていく研修、人材

育成のあり方について勉強になりました。 

教育行政機関 

「研修の管理するものではない」「記録すること自体が目的化することがないように」と

いうフレーズに、改めて研修について確認する機会になりました。 

教育行政機関 

教職員ひとり一人誰もが学べ、負担ではなく続けられるようにして欲しい。 各種学校 

大変わかりやすい説明でした。 各種学校 

今後の教員養成、現職教員の研修のあり方など、国の方向性を理解することができ、学校

現場での準備の心算ができました。ありがとうございました！ 

各種学校 

自分自身の学生時代、個別に応じた学びをあまり経験してこなかったので、私たち教員に

もそのような学び方を選択できるチャンスがあれば、本当にありがたいなと感じました。 

各種学校 

今後も多様な形での研修が可能となるよう、今後も企画提案をお願いします。 各種学校 

とてもわかりやすい講演でした。特に「教員免許更新制の発展的解消」の部分は具体的な

今後の見通しを示していただきよかったです。 

各種学校 

管理職として参加しました。新たな教師の学びの姿について理解を深めることができまし

た。働き方改革も含め、これからの学校経営に活かしていきたいです。 

各種学校 

こどもの学び、教員の学びのためにという視点での御高話ありがとうございました。スラ

イド資料 11 ページにもあるように、「オンライン研修コンテンツの開発・充実」のねらい

はよく理解できますが、１教員として、膨大なコンテンツの中から自分に必要な（関係の

深い）コンテンツをどのように選ぶべきかが悩みどころです。研修テーマや概要を読む以

外に、簡単に・短時間で必要な研修かどうかを見極めるためにはどのように選んでいけば

いいのでしょうか。 

各種学校 

方針は有るが、方向性は明確にしないように、教員研修は多角化するように感じました。 各種学校 

免許更新制度は、心理的、時間、金銭的にも負担が大きかったので、個人が必要な研修を

選んで受講できる形の方がかなり有意義だと思います。教育現場が大きく変化し、これま

での知識や認識では対応ができない場面が多くなってきているので、常に新しい情報を入

手して学ぶ姿勢を持ち続けていきたいと思いました。 

各種学校 

文科として「大変になりすぎない研修」を志向しているというのが印象に残っている。合

理的・効果的な研修というのを考える必要があると感じた。 

琉球大学関係者 

教員研修についての方個性を確認できたことが今後に役立ちそうです。 琉球大学関係者 

教員研修に関する政策の考え方や方向性がよくわかりました。私自身がくみとれていない

部分が多かったので、勉強になりました。 

琉球大学関係者 

私自身は何度か文科省の説明を聴く機会があり内容は理解していたつもりですが、参会者

にはそうでなかった方も多かったと思うので、背景からの丁寧なご説明に感謝します。今

後ですが、履歴システムについて、大学関係者にも使い方等を説明する会を設けていただ

けるとありがたいです。また、大学が提供する研修・コンテンツを教員の皆さんが積極的

にシステムに記入していけるよう、文科省からの働きかけをよろしくお願いいたします。 

琉球大学関係者 
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  また、県教育庁の城間氏（代読・稲福氏）の講演は、（本学部からの要望として）

「研修履歴の記録・保存のシステムの見通し」の話を軸にしていただいたが、あわ

せて教員研修の問題とも分かちがたく結びついている「教員の働き方改革」や、そ

れと連動する「教員不足」の問題にまで言及され、教員研修について考えることは

教員の人生・教員の生活全般について考えることに他ならないのだということを実

感する機会となった。（スライド資料については講演内での画面共有のみ。） 

 事後アンケートにおいても下に掲げたとおり、研修履歴についてのコメントだけ

でなく、働き方についてのコメントが少なからず見られる。 
 
働き方改革もあわせて、教員の資質向上につながればと思いました。 教育行政機関 

最後の部分にありました、「対話に基づく受講奨励の方法・時期」について、周知されることを期待

しております。 

教育行政機関 

研修参加のための予算（参集型）確保、またはオンライン、オンデマンドによる国、県の研修参加

の機会を拡充するため、国に意見・要望してほしい。 

教育行政機関 

研修履歴に記載する「研修名」や「研修内容」等は研修を受けた本人の判断でいいのでしょうか。

（そうなると同じ研修を受けてもそれぞれの判断で記載内容が変わる事もあると思います） 

開催する側が「履歴にはこのように記載してください」と研修名・(コンパクトにした)研修内容を開催

時に紹介した方がいいのでしょうか。 

教育行政機関 

記録が教職員、管理者どちらにも負担のないようにしたい。 各種学校 

研修履歴の記載について、可能な限り早い段階での情報提供をお願いいたします。 各種学校 

記録対象とする研修等及び記録内容に関する基準づくりを早めに行い、現場へ示して頂きたい。 各種学校 

研修履歴の進捗状況がよくわかりました。より多様な研修会が選択して履修できるようになること

を楽しみにしております。また、学校現場で協力できることがあれば積極的に協力させてください。 

各種学校 

スキマ時間を活用できる研修のあり方や、自身の子育ても頑張りながら参加できる研修を心から

期待しています。 

各種学校 

教員免許の発展的解消が、いい方向に進み、教職員の多様なニーズに応える研修、資質向上に

つながる研修体制を構築を期待しています。 

各種学校 

まだまだ未定の部分が多いようで、現場としては不安要素も大きいですが、今後は大学が提供す

る是非様々な研修について認定していただき、先生方のモチベーションを高めていただけるよう、

よろしくお願いいたします。 

各種学校 

研修履歴や今後の県の取り組みについて、改めて確認することができました。学校現場の厳しい

状況をどうにか少しでも解決できるよう、大変だと思いますがよろしくお願いします。稲福先生、急

な対応での説明、分かりやすかったです。 

各種学校 

研修を受講するための時間をどうねん出するかについて。教師の多忙化（多忙感）を少しでも解消

するために、校務分掌や生徒・保護者対応などで「これは教師以外（教員免許をもたない人材）で

もできる業務」を切り分けたいのですが、専門的な知識がないため、県教育庁から他校の取り組み

事例やアドバイスなどがあれば教えてほしいです。 

各種学校 

文科省と現場の間で何が正解なのか、持続可能な研修の姿を模索していきたいですね。 各種学校 

研修履歴記録について、存在は知ってはいたがよくわからない部分が多かったので、講演を通し

て知ることができました。今年度始めに資料提供があったと思うので、もう一度見直してみます。 

各種学校 

 任意団体、民間機関や研究団体等の実施計画（内容）等で判断して頂くことができるようになるこ

とが希望です。また、後援に教育委員会がついている場合など、柔軟に研修の範囲を広げていた

だけることを希望します。 

琉球大学関係者 

教員研修に関する県の取り組み方もご解説いただき、具体的なアクションがよくわかりました。県

下の先生方に対して、何が求められるようになるのかを考える参考になりました。 

琉球大学関係者 

今後は、本件をめぐる県教育庁と琉大教育学部の連携が必須だと思います。教員研修の個別最

適化・合理化の先に、教員の働き方の改革も見えてくると思いますので、ぜひ密に情報・意見交換

を重ねていければと思います。 

琉球大学関係者 
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 参加者に事後アンケートを行い、その中で文部科学省による講演に対する感想等
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教員研修についての方個性を確認できたことが今後に役立ちそうです。 琉球大学関係者 
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にシステムに記入していけるよう、文科省からの働きかけをよろしくお願いいたします。 

琉球大学関係者 
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琉球大学関係者 

教員研修に関する県の取り組み方もご解説いただき、具体的なアクションがよくわかりました。県

下の先生方に対して、何が求められるようになるのかを考える参考になりました。 

琉球大学関係者 

今後は、本件をめぐる県教育庁と琉大教育学部の連携が必須だと思います。教員研修の個別最

適化・合理化の先に、教員の働き方の改革も見えてくると思いますので、ぜひ密に情報・意見交換

を重ねていければと思います。 

琉球大学関係者 
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33..44..「「おおききななわわ教教員員研研修修高高度度化化フフォォーーララムム」」成成果果報報告告会会  

  「おきなわ教員研修高度化フォーラム」の最終イベントとして成果報告会（テー

マ：子どもに寄り添い、豊かな学びを育む教員であるために）を下記のとおり開催

する。２月初旬の現段階では正式なチラシが未完成のため、仮チラシを掲げる。 

 なお、講演をお願いした下向依梨氏は、県内外で子どもファーストの学びを多

様・多彩に展開している、注目の教育クリエイターである。 
 

 

 

 

 

謝 辞

令和５年５月下旬に文部科学省より採択決定の通知を得て開始した、教員研修高度

化支援・教員研修の高度化に資するモデル開発事業「『おきなわ教員研修高度化フォ

ーラム』の構築と展開」の実施・遂行にあたっては、県内の各教育行政機関より、さ

まざまな支援や助言を受けました。ここに記して、改めて感謝の意を表します。

沖縄県教育委員会（沖縄県教育庁）

沖縄県立総合教育センター

石垣市教育委員会／石垣市立教育研究所

大宜味村教育委員会

宜野湾市教育委員会／はごろも学習センター（教育研究所）

竹富町教育委員会

那覇市教育委員会／那覇市立教育研究所

南部広域行政組合委員会／島尻教育研究所

宮古島市教育委員会／宮古島市立教育研究所

八重山教育事務所

また、身内の話になってしまいますが、琉球大学教育学部・大学院教育学研究科（教

職大学院）・教職センターの所属教員の皆さんには、短期間の事業ながら計画した取

組において多くのプロジェクトを提案し、実施いただきました。そのひとつひとつが、

この事業を駆動させるうえでのたいせつなエネルギーとなりました。まことにありが

とうございます。

そして何より、多忙な日々の業務のかたわら、本フォーラムで展開されたさまざま

な活動にご参加くださった、沖縄県内の各種学校に勤務する教員の皆さんに、心より

感謝申し上げます。琉球大学教育学部・教職大学院・教職センターは、今後も皆さん

の声に耳を傾けながら、皆さんの「学び続ける教師」としての教員生活を支えていき

たいと考えております。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。

令和６（2024）年２月吉日

琉球大学教育学部運営会議

 同学部 教員研修開発事業部
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